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がんに対する積極的治療が困難となった患者の在宅移行においては、複雑に個別化された緩和薬物療法に関する情報を病院薬剤師から訪問薬剤管理業務を担当する薬剤師に対して適切に引き継ぐことが極めて重要です。　しかし現状では、病院薬剤師と訪問薬剤業務を担当する薬剤師の間において初回在宅訪問時に必要とする情報の認識に乖離があり、適切な情報連携が実施できていないという問題が知られています。
日本緩和医療薬学会地域連携委員会では本問題を解決するため、訪問薬剤管理業務を担当する薬剤師が初回訪問時に必要とする緩和薬物療法に関する情報項目をDelphi法により評価し、その結果に基づいて病院薬剤師からの情報提供に用いる薬剤情報サマリー（Palliative Pharmacotherapy Management Summary、以下PPMS）のフォーマットを開発することを目的として、本調査を実施いたします。
つきましては、緩和医療薬学および在宅医療の実務に精通され、訪問薬剤管理業務に従事している薬剤師の先生方を対象とし、評価にご協力いただける専門家パネリストを募集いたします。本調査の趣旨をご理解いただき、緩和医療薬学の発展のため多くの先生方にご参加いただけますと幸いです。

【方法】
薬剤情報サマリーに必要な項目について、Delphi法※を用いたWEBアンケート調査を最大３回実施します。
事前にオンライン説明会にご参加いただき、アンケートへの回答方法と流れを説明します(30分程度)。
次に、在宅移行時に病院薬剤師から提供いただきたい情報項目について、Microsoft　Formsにて評価していただきます。
その際に、ご回答いただいた個々の評価と専門家パネリストとの対応関係は把握できない形で取り扱います。データのフィードバックおよび成果公表の際には個別の回答内容と回答者が結び付くことはありません。
· Delphi法とは：アンケート手法の1つであり、専門家集団に対して同一のアンケート調査の回答を求め、その調査結果を全員に提示し再び個別に回答を求める過程を繰り返し行うことで、意見を集約する手法。

【参加対象】
以下2つの条件を満たす方を参加対象としております。
· 日本緩和医療薬学会所属会員のうち、薬局または在宅療養支援診療所に所属する薬剤師
· がん終末期患者に対する在宅訪問の実務経験（がんに対する積極的治療が困難となった
患者の訪問薬剤業務を、過去1年以内に担当した経験）を有する薬剤師

【研究参加にあたっての注意事項】
1. 本調査への参加は任意です。
2. 事前オンライン説明会の所要時間は約30分、第1回のアンケートの回答に要する時間は約20分、第2回および第3回のアンケートの回答に要する時間はそれぞれ約15分を予定しています。
3. 参加条件を満たす専門家パネル希望者を対象に、Zoomを用いたオンライン説明会を実施します。説明会では本研究の目的、研究方法、専門家パネリストの役割、評価方法、研究参加に伴う負担等について説明します。説明会への参加を希望される方は、以下のGoogle Formsからお申し込みください。なお、Google Formsへの回答はオンライン説明会への申し込みおよび参加条件の確認を目的とするものであり、本調査への参加同意を意味するものではありません。
4. 募集定員は30名を予定しております。参加条件を満たす専門家パネル希望者が定員に達した時点、または募集期間の終了日もって募集を終了いたします。
5. オンライン説明会終了後、研究に参加される方には、第1回評価用のWebアンケート冒頭に設けた研究参加への同意確認欄に回答いただきます。同意された方は専門家パネルとして、引き続き第1回評価にご回答いただきます。
6. 各回の評価はWebアンケートを用いて実施し、回答期間はそれぞれ2週間を予定しています。第2回および第3回評価では、前回の評価結果をまとめたフィードバック資料とWebアンケートをメールで送付します。
7. 研究参加への同意は第1回評価の回答期間内であればいつでも撤回することができます。下記お問い合わせ先へメールまたは電話にてご連絡ください。第1回評価の回答期間終了後は、第1回の集計結果を第2回評価に用いるため、回答データの削除はできません。研究参加に同意された方には、原則として第2回、第3回の調査にも継続してご回答いただくようお願いいたします。
8. Zoomの利用に必要なアプリケーションおよび通信料等は参加者自身でご対応・ご負担をお願いします。
9. 本研究の成果を学会発表や論文等で公表する際、本研究に参加いただいた専門家パネリストの氏名および所属を公表します。一方、各専門家パネリストの個々の回答内容については他の専門家パネリストから回答者が特定されない形で収集・管理し、研究成果の公表時においても、誰がどの回答を行ったかが特定される形で公表することはありません。
10. 本研究により知的財産権が生じた場合には本学会に帰属します。
11. 本研究は、横浜薬科大学人を対象とする研究倫理審査委員会で審議され、承認を受けて実施しております（承認番号：C26005A）。
【募集期間】　2026年10月5日（月）〜2026年10月19日（月）　希望者が定員に達した時点で終了します
【参加フォーム】 
[image: ]https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSca1oPQ76Ss73fRsteNPrHZPxORtA0Gg5G5Jjnx49B6b9vQog/viewform
【本件の内容に関するお問合せ先】
日本緩和医療薬学会　地域連携委員会
研究担当者：城山　亮輔（東京大学医学部附属病院　薬剤部）
Tel：03-3815-5411（内線：34802）　Mail：shiroyamar-pha@h.u-tokyo.ac.jp
研究責任者：田口　真穂（・横浜薬科大学地域貢献支援室　准教授）
Tel：045-859-1300  Mail：m.taguchi@yok.hamayaku.ac.jp
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